
湯沢町議会だより　第82号 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告
 

◆平成18年3月 
◎ 7～22日／第 2回定例会（会期16日間） 
◎18日／こてっぷきまつり（旭原福祉工場）（議長） 
◎24日／湯沢町小学校卒業式（各地区） 
◎28日／第 4回広報委員会 
◎29日／南魚沼土地開発公社理事会（議長） 
◆4月 
◎ 4日／第 5回広報委員会 
◎ 5 日／県議長会正副会長会議（議長） 
◎ 6 日／湯沢町小学校入学式（各地区） 
◎ 6 日／湯沢中学校入学式 
◎ 7 日／第 5回議員全員協議会 
◎10日／第 6回広報委員会 
◎10日／南魚沼地域広域計画協議会（議長他 3名） 
◎24日／第 4回議会運営委員会 

◎27日／第 3回臨時会 
◎27日／第 6回議員全員協議会 
◆5月 
◎10日／上越新幹線活性化同盟会総会（議長） 
◎12日／第 3回総務文教常任委員会 
◎15日／南魚沼地域土地開発公社監査（長谷川議員） 
◎19日／第 4回産業建設常任委員会 
◎23～24日／全国町村議会議長・副議長研修会 
◎26日／一般国道353号線期成同盟会監査（議長） 
◎29日／県特別豪雪地帯市町村協議会総会（議長） 
◎30日／南魚沼地域土地開発公社理事会（議長） 
◎31日／地方自治危機突破総決起集会（議長） 
◆6月 
◎ 2日／第 5回議会運営委員会 
◎ 2 日／第 7回広報委員会 

　
「
簡
易
水
道
」
年
間
取
水

量
118
万
5
千
172
　
、
給
水
量

84
万
７
千
652
　
の
内
、
有
収

水
量
61
万
２
千
290
　
。
無
効

水
量
は
10
万
199
　
、
1
日
の

最
大
給
水
量
は
９
千
859
　
。
 

3
　
豪
雪
に
よ
る
観
光
施
設

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
 

□
調
査
結
果
 

　
山
鳥
原
公
園
管
理
な
ど
屋

根
破
損
（
概
算
工
事
費
550
万

円
、
う
ち
保
険
適
用
分
450
万

円
）、旅
行
村
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
場
川
側
安
全
柵
損
壊

（
154
万
円
）、湯
沢
イ
ン
タ
ー

出
口
案
内
看
板
破
損
（
30
万

円
）、駒
子
の
湯
裏
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
損
壊
（
95
万
円
）
等
が

報
告
さ
れ
、
現
地
調
査
を
行

っ
た
。
 

 
開
会
中
の
委
員
会
審
査
 

　
平
成
18
年
6
月
9
日（
金
） 

●
議
案
第
49
号
 

・
観
光
施
設
等
の
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
 

□
審
査
の
結
果
 

　
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。
 

　
観
光
施
設
等
の
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
伴
っ
て
、
湯
沢
町
農

山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
条

例
、
旭
原
花
の
郷
陶
芸
工
房

設
置
条
例
、
湯
沢
町
新
内
水

面
振
興
対
策
事
業
施
設
（
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
）
条
例
、

山
鳥
原
公
園
条
例
の
整
備
を

す
る
も
の
。
管
理
委
託
を
湯

沢
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
き
に
関

す
る
条
例
に
定
め
る
手
続
き

を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
管
理
を
指
定
管
理
者
（
管

理
受
託
者
）
に
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
管

理
受
託
者
の
業
務
の
範
囲
を

定
め
た
。
 

●
議
案
第
54
号
 

・
平
成
18
年
度
温
泉
管
理
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て
 

□
審
査
の
結
果
 

　
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。
 

　
平
成
17
年
度
温
泉
管
理
事

業
の
決
算
に
伴
い
、
未
収
金

お
よ
び
未
払
金
の
額
が
確
定
。

予
算
の
各
費
目
を
精
査
し
、

予
算
の
過
不
足
を
計
上
し
た

も
の
。
 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千

622
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
２
億
1
千
321
万
円
と
す

る
も
の
。
 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使

用
料
等
未
収
金
の
収
納
に
よ

り
３
千
714
万
６
千
円
の
増
。

歳
出
の
一
般
会
計
へ
の
繰
り

出
し
金
は
、
３
千
582
万
７
千

円
を
増
額
し
て
２
億
901
万
７

千
円
と
な
る
。
 

●
陳
情
第
2
号
 

・
「
ず
さ
ん
な
米
国
産
牛
肉

の
輸
入
に
抗
議
し
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め

る
」
陳
情
。
 

□
審
査
の
結
果
 

　
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
 

■
陳
情
要
旨
 

　
米
国
産
牛
肉
等
は
検
査
体

制
・
特
定
危
険
部
位
の
除
去
・

肉
骨
粉
な
ど
の
飼
料
規
制
・

生
産
、
流
通
履
歴
の
不
透
明

性
な
ど
日
本
に
比
べ
Ｂ
Ｓ
Ｅ

対
策
が
極
め
て
不
十
分
な
こ

と
か
ら
、
国
民
の
食
の
安
全

を
守
る
立
場
か
ら
拙
速
な

再
々
輸
入
を
行
わ
な
い
こ

と
。
 

 

委員会での上水道水源視察 


